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小
笠
原
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募
集 

 

【
職
種
お
よ
び
採
用
人
員
】 

《
一
般
事
務
》
若
干
名 

【
採
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予
定
日
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平
成
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７
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【
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場
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】
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村
給
与
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【
受
験
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般
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※
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
も

対
象
と
な
り
ま
す
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大
学
卒
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日
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た
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61
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年
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【
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込
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25
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） 
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せ
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総
務
課
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務
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消
防
団
員
の
募
集 

  

消
防
署
の
な
い
小
笠
原
村
で
は
、
火
災
の
消
火
活

動
や
行
方
不
明
者
の
捜
索
・
救
助
活
動
な
ど
は
、
一

般
の
村
民
か
ら
組
織
さ
れ
る
消
防
団
が
一
手
に
引
き

受
け
、日
々
、

村
民

の
生

命
・
財
産
を

守
っ
て
い
ま

す
。 

「
自
分
た
ち

の
島
は
自
分

た
ち
で

守

る
。」熱
い
志

を
持
っ
た
新

団
員
を
募
集

し
ま
す
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人
権
擁
護
委
員
の
紹
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１
月
１
日
付
け
で
、
奥
山
篠
一
さ
ん
（母
島
）、
南

美
幸
さ
ん
（父
島
）が
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。 

 

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ
る
人
権
に
関
す
る

様
々
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
相
談
に

応
じ
る
の
が
人
権
擁
護
委
員
の
仕
事
で
す
。 

 

人
権
は
、
人
間
が
幸
福
な
人
生
を
送
る
上
で
、
最

も
大
切
な
権
利
で
す
。
自
分
だ
け
で
は
な
く
、
す
べ

て
の
人
の
人
権
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尊
重
さ
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な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 
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権
擁
護
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あ
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権
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す
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皆
さ
ん
の
身
近
な
窓
口
で
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相
談
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無
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、
相
談
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い
て
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
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れ
ま
し
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返
還
40

周
年

を
記
念
し
て
、
島

の
野
球
チ
ー
ム

「
小
笠
原
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
」
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
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も

の
で
す
。
選
手
か

ら
「
も
っ
と
も
っ

と
野
球
を
好
き
に
な
っ
て
ほ
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い
」
と
の
思
い
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込
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ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
左
肩
に
は
、
小
笠
原
選
手
が
自

主
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レ
に
使
用
す
る
ウ
ェ
ア
と
同
じ
く
、
オ
リ
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ゴ
が
付
い
て
い
ま
す
。 
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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

2/25現在 

父島 

100/100 

母島  

100/100 

1月気象状況    （父島）

最高気温   25.6℃ 

最低気温   12.5℃ 

平均気温   19.2℃ 

平均湿度   72％ 

月降水量   34mm 

住民基本台帳登録者数（2/1）    

            2,420人 

             父島      母島    

  人口      1,972人   448人 

  世帯      1,048人  240人 

短期滞在者     25人     11人 

ＮＯ．５３６ 

平成20年(2008) 

３/１(土) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり
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小笠原村防災無線の更新 
 

小笠原村では、防災行政無線設備の更新を行っており、３月１５日（土）から新しい屋外拡声子局からの放送が開始されます。

新しい屋外拡声子局の場所は、下図のとおりです。 

なお、３月１１日（火）～１４日（金）の間は試験放送を行います。ご迷惑をお掛しますが、ご理解・ご協力をお願い致します。

二見港周辺

扇浦、小曲、小港周辺

境浦海岸 

周辺 

宮之浜海岸 

周辺 

父島 

沖港周辺 

中ノ平周辺 

母島 

屋外拡声子局 

イメージ図 

●：屋外拡声子局設置場所 

●問合せ先 総務課総務係 ２―３１１１ 

更新後、既存の戸別受信

機は使用できません。 
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４月から後期高齢者医療制度が始まります！７５歳以上の方は、皆さんが新制度へ移行します！ 
 

７５歳以上の方と６５歳以上７５歳未満で一定以上の障害認定を受けている方が加入する新しい医療制度です。この新しい後

期高齢者医療制度の運営は、都内の６２区市町村が設立・加入した「東京都後期高齢者医療広域連合」が行います。 
 

ポイント１ 

〇現在、老人保健制度で医療給付を受けている方の保険証は１人に１枚、３月末までに届きます。（平成２０年４月１日に、自動

的に被保険者の資格を取得します。）また、平成２０年４月１日以降７５歳になる方は、誕生日からの加入となりますので、そ

れまでに保険証を送ります。 

〇医療を受けるときは、必ず保険証を提示してください。 

〇現在、社会保険に加入されている方は、脱退などの手続きが必要となります。詳しくは、現在加入している保険の担当にお尋

ねください。 

《６５歳以上７５歳未満で一定の障害があり、現在老人保健をご利用の方へ》 

  老人保健制度から引き続き、手続きなど必要なく４月から後期高齢者医療制度の被保険者となりますが、障害認定を撤回す

ることができます。障害認定を撤回された場合には、現在ご加入の国民健康保険または社会保険などで手続きをする必要があ

ります。（老人保健制度は３月末で終了するので、それぞれの保険制度加入となります。） 

ポイント２ 

〇制度の運営は「広域連合」が行い、窓口の事務は「区市町村」が行います。広域連合は、資格の管理や保険給付、保険財政の運営

などを行います。保険証の引渡しや保険料の徴収、各種の届出などは区市町村が窓口になります。 

ポイント３ 

〇保険料は「均等割額＋所得割額」となります。被保険者一人当たりの均等割額は、年額３万７８００円、所得割額は一人ひとり

の「旧ただし書き所得」に所得割率６．５６％を掛けた金額です。平均的な保険料は、年額約９万円（月額約７５００円）です。 

※旧ただし書き所得とは、総所得金額等（源泉徴収分や退職所得の金額などは含まれません。）から基礎控除３３万円を引いた金

額のこと。 

ポイント４ 

〇所得の低い方には、保険料の所得割額がかからない場合や均等割額が７割、５割または２割減額のいずれかの適用があります。

さらに、広域連合では区市町村の協力の下、平成２２年３月まで、旧ただし書き所得５５万円（厚生年金の一般的な収入２０８

万円）までの所得階層の方を対象に、次のとおり独自に保険料の軽減措置を行います。 

《所得階層１５万円までの方》所得割額を全額減額 

《所得階層２０万円までの方》所得割額を７５％減額 

《所得階層４０万円までの方》所得割額を５０％減額 

《所得階層５５万円までの方》所得割額を２５％減額 

〇後期高齢者医療制度の資格を得る前日まで社会保険に加入していた被扶養者で、保険料を払ってなかった方は、２年間に限り

所得割額がかからず、均等割額が半額となります。さらに、国の特別対策として、平成２０年９月までは全額を無料とし、引

き続き１０月から平成２１年３月までは９割が減額となります。 

《保険料の納付について》 

・保険料は年度毎に賦課され、普通徴収の場合、４期に分けて納めます。 

・年度の途中で特別徴収（年金から天引き）の対応が可能となった場合には、月額（その年度で賦課された保険料額から普通徴収

で納めるべき額を控除した額を翌年３月までの残りの月数で除した額）を計算し、それ以降に支給される年金から徴収されま

す。 

・転出される場合には、年度初めに賦課された額を転出までの月数分（保険料額を１２で除した額×４月から転出までの月数）

を納めます。転出先では、新たにその年度の保険料が計算され（都内では保険料は同額です）転入から翌年３月までの月数分

を納めることになります。 

※保険料の納付方法についての詳細は、改めてご案内いたします。 

ポイント５ 

〇窓口でお支払いただく自己負担額は、かかった費用の１割（現役並み所得者の方は３割）です。今までの老人保健制度と変わり

ません。 

〇世帯内で後期高齢者医療と介護保険の両方の負担が高額になったときは、一定額以上の負担がかからない制度ができました。 

ポイント６ 

○被保険者の健康保持増進のため、健康診査を実施します。（２月号村民だより６ページ参照） 

 

◎東京都後期高齢者医療連合お問合せセンター設置 

広域連合では、皆さんのお問合せに対応するため、「東京都後期高齢者医療広域連合お問合せセンター」を設置します。お気

軽にお問合せください。 

【設 置 期 間】３月１０日（月）～３１日（月）※土日、祝日を除く平日 

【受 付 時 間】午前９時～午後５時 

【電 話】０５７０―０８６―５１９（ハローコウイキ） 

【Ｆ Ａ Ｘ】０５７０―０８６―０７５（ハロー７５） 

【メールアドレス】call@tokyo-kouikicenter.jp 
 

●問合せ先 村民課住民係 ２-３１１３
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島内出産について 
 
島内出産につきましては、産科医師が確保できないこと、医療上のリスクの解消が困難であること等の理由から、平成１６

年９月、村としては「当面の間、島内出産はあきらめざるを得ない」と判断、その旨を皆様方にご説明し、現在に至っており

ます。 
 また、当時の説明会でも報告いたしましたが、島内出産の可能性については、複合施設の整備計画の検討の中で、引き続き

模索していくことをお伝えしたところです。 
 その後、村では、東京都とも相談するとともに、小笠原での医療従事経験を有する医師、助産師等から意見をいただきなが

ら、その可能性の模索、検討を行ってきました。 
 また、同時に、平成１６年以降、マスコミ等の報道で皆様ご承知のとおり、全国的な産科医の不足やそれに伴う産科病院の

廃止など、現在では地方のみならず都市部においても、出産を取り巻く環境が劇的に悪化しており、厚生労働省等の対応策を

見守るとともにその情報の収集を行ってきました。 
 それらのことを踏まえ、島内出産の可能性を検討した結果、非常に残念ではありますが、村としては「島内出産については、

あきらめざるを得ない」という結論に至りました。 
 予測し得なかったとは言え、全国的な出産環境の深刻化が大きな壁として立ちはだかり、如何ともし難い状況でありますが、

村としては、未来永劫あきらめるのではなく、将来、それらの出産を取り巻く環境が改善され、また島内出産の課題が解決で

きる環境になれば、改めて島内出産の可能性を検討したいと思います。 
 村民の皆様には、何卒ご理解を賜りますよう、お願い申し上げます。 
 
 なお、上記の検討内容等については、２月４日および５日に父島、母島において説明会を開催し、説明させていただきまし

た。説明しました内容の要点は以下のとおりです。ご質問、説明を求めたい方は、下記にご連絡ください。 
 

●問合せ先 医療課（小笠原村診療所）２－３８００

 
１．有識者等との意見交換の経緯 
   平成１６年１０月から平成１９年８月まで、父島もしくは母島の診療所勤務を経験された医師、助産師等と延９回（延１

４人）意見交換するとともに、その他、のぞみ助産院の助産師、産婦人科専門診療の橋本医師と意見交換をする。 
   島内出産の可能性の材料として、助産師を活用した模索をアドバイスいただく。 
 
２．可能性の検討（助産師の活用） 
 （１）助産所の開設 
【課題】 平成１９年４月より助産所は、分娩時等の異常に対応するため、「産科または産婦人科を担当する医師」を嘱託

医師として、また「産科または産婦人科および小児科を有し、かつ新生児への診療を行うことができる」医療機関

を嘱託医療機関として確保することが必要となったが、その確保は大変困難な状況である。 
また、確保できたとしても、緊急時の対応方法が平均９時間を要する急患搬送しかなく、開設許可が下りるか

疑義が生ずる。 
 

（２）助産師による自宅出産 
【課題】 助産師が妊婦宅に出向き、自宅内で分娩する形態である。助産師の法的位置付けは「出張のみによってその業務

に従事する助産師」となるが、この場合においても、当該助産師の自宅住所をもって助産所とみなされ、所定の手

続が必要となる。（上記（１）と同じ課題を抱えることとなる。） 
 
（３）診療所内で助産師のみによる分娩 
【課題】 助産所の形態をとらず、診療所において、産科医はいないが助産師のみで分娩を行う形態である。 

この場合、助産師の行える医療行為は限度があるため、産科医がいた以前の診療所での分娩体制より、医療的

リスクは大きくなってしまう。 
 
３．結論  

上記２のとおり、助産師を活用した方向での可能性は、「助産所の形態では不可能」、「診療所での助産師のみによる形態

では医療的リスクは更に大きくなり非常に困難」である。 
⇒どの方法においても、万が一の事態に十分に対処できない以上、村としては、『島内出産はあきらめざるを得ない』とい

う判断に至った。 
   （ただし、未来永劫ではなく、島内出産を検討できる状況になれば改めて検討する。） 
 
４．支援策の検討 

今回の村の最終判断を踏まえ、内地出産に対し現在行っている各種の支援策については、改めて検証し、適正な支援を

継続する。 

説明会での説明内容の概要 
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交
通
災
害
共
済
「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」 

 
 

交
通
災
害
共
済
「ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」は
、
都
内
の

全
市
町
村
が
共
同
で
運
営
し
、
住
民
の
皆
様
が
会
費

を
出
し
合
い
、
交
通
事
故
に
あ
っ
た
時
、
見
舞
金
を

受
け
ら
れ
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。 

 

小
笠
原
村
に
住
民
登
録
、
外
国
人
登
録
を
し
て
い

る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。 

 

平
成
20
年
３
月
か
ら
加
入
の
受
け
付
け
を
行
な

い
ま
す
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
加
入
申
込
書
は
、
各
ご

家
庭
に
配
布
し
ま
す
。 

 

【
Ａ
コ
ー
ス
】 

 

年
額
千
円
で
最
高
３
０
０
万
円
の
見
舞
金 

【
Ｂ
コ
ー
ス
】 

年
額
５
０
０
円
で
最
高
１
５
０
万
円
の
見
舞
金 

 
 ●

申
込
み
・
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

小
笠
原
村
奨
学
資
金 

 

小
笠
原
村
で
は
、
大
学
、
高
等
専
門
学
校
ま
た
は

専
修
学
校
に
在
学
し
、
心
身
健
全
に
し
て
、
か
つ
経

済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
な
方
を
対
象
に
学
資
金

の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

貸
付
の
資
格
・
条
件
、
申
請
方
法
お
よ
び
償
還
の

方
法
な
ど
、
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

奨
学
生
は
、届
出
の
内
容
（本
人
や
連
帯
保
証
人
の

住
所
そ
の
他
）に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
休
学
・
復

学
・
転
学
・
退
学
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
に
は
届
け

出
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
毎
学
年
の
初
め
に
「在
学
証

明
書
」、
今
年
度
で
貸
付
の
終
了
す
る
者
は
、
「学
資

金
借
用
証
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

 

   
 

  

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、３
月
の
「母
島

巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
３
月
17
日
（月
）
午
後
５
時
〜
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 ●
問
合
せ
先 
小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

東
平
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト 

サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
利
用
ガ
イ
ド
講
習
会
の
開
催 

  

サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
内
の
林
内
歩
道
を
ガ
イ
ド
と

し
て
利
用
さ
れ
る
方
に
つ
い
て
は
国
有
林
課
の
入
林

許
可
講
習
を
受
講
す
る
こ
と
が
自
主
ル
ー
ル
に
よ
り

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

20
年
度
の
入
林
許
可
講
習
会
を
次
に
よ
り
実
施
し

ま
す
。 

 

な
お
、
新
規
申
し
込
み
を
さ
れ
る
方
は
、
現
在
実

施
さ
れ
て
い
る
ネ
コ
の
緊
急
捕
獲
事
業
へ
協
力
い
た

だ
く
こ
と
を
条
件
と
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方

は
国
有
林
課
ま
で
申
請
書
を
受
け
取
り
に
き
て
く
だ

さ
い
。
更
新
の
方
に
は
、
別
途
案
内
書
を
郵
送
し
ま

す
。 

◎
新
規
講
習
会 

【
日
時
】
３
月
18
日
（火
）
午
後
７
時
〜
９
時 

【
場
所
】
小
笠
原
総
合
事
務
所
２
階
会
議
室 

◎
更
新
講
習
会 

【
日
時
】
３
月
17
日
（月
）
午
後
７
時
〜
９
時 

【
場
所
】
小
笠
原
総
合
事
務
所
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
２
―
２
１
０
３ 

 

二
見
港
周
辺
の
景
観
形
成
特
別
地
区 

  

の
指
定
に
つ
い
て
意
見
募
集 
 

東
京
都
は
、
現
在
小
笠
原
村
と
連
携
し
、
父
島
二

見
港
周
辺
の
区
域
を
対
象
に
景
観
法
に
基
づ
く
景
観

計
画
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
２
月
号
の
村
民
だ
よ
り
で
お
伝
え
し

ま
し
た
と
お
り
、
小
笠
原
の
自
然
や
風
土
を
活
か
し

た
魅
力
あ
る
景
観
誘
導
を
図
る
計
画
（素
案
）に
つ
い

て
皆
様
か
ら
の
意
見
募
集
を
次
の
通
り
行
い
ま
す
。 

ま
た
、
島
内
に
お
け
る
説
明
会
を
次
の
日
程
で
開

催
し
ま
す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
そ
の
説
明
会
で

い
た
だ
く
ご
意
見
な
ど
も
踏
ま
え
、
今
年
６
月
を
目

途
に
景
観
計
画
に
定
め
る
予
定
で
す
。 

【
説
明
会
日
時
】
４
月
16
日
（水
） 

【
募
集
期
間
】
２
月
20
日
（水
）〜
３
月
12
日
（水
） 

※
村
民
の
皆
様
の
ご
意
見
に
つ
き
ま
し
て
は
、
４

月
の
説
明
会
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。 

【
閲
覧
方
法
お
よ
び
場
所
】 

○
小
笠
原
支
庁
土
木
課 

○
小
笠
原
村
総
務
課
企
画
政
策
室 

○
東
京
都
都
市
整
備
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w
.m
etro.tokyo.jp/IN

E
T
/B
O
SH

U
/2008/02/22i2j100.htm

 
【
ご
意
見
の
提
出
方
法
】 

①
件
名
「
景
観
計
画
素
案
へ
の
意
見
」
②
氏
名

③
住
所
④
意
見
を
明
記
の
上
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。 

【
提
出
先
】 

〒
１
６
３
‐
８
０
０
１ 

 

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
２
丁
目
８
番
１
号 

 

東
京
都
都
市
整
備
局
市
街
地
建
築
部
市
街
地

企
画
課 

《
Ｆ
Ａ
Ｘ
》
０
３
―
５
３
８
８
―
１
３
５
６ 

《
メ
ー
ル
ア
ド
レ
レ
ス
》 

S0000169@
section.m

etro.tokyo.jp 

 

●
問
合
せ
先  

東
京
都
都
市
整
備
局
市
街
地
企
画
課 

０
３
―
５
３
８
８
―
３
２
６
５ 

 

財
団
法
人 

東
京
都
公
園
協
会 

 
 

か
ら
の
お
知
ら
せ 

  

（財
）東
京
都
公
園
協
会
は
、
平
成
20
年
４
月
１
日

か
ら
、
都
立
大
神
山
公
園
の
指
定
管
理
者
と
し
て
管

理
運
営
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

公
園
内
宮
之
浜
道
に
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（公
園

管
理
所
）を
開
設
し
、村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
な

が
ら
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
公
園
管
理
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

な
お
、新
規
職
員
若
干
名
を
募
集
（面
接
日 

３
月

９
日
）し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
、
掲
示
板
チ
ラ
シ
ま

た
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【
管
理
所
名
称
】
大
神
山
公
園
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

（
父
島
字
宮
之
浜
道
） 

【
業
務
開
始
日
】
平
成
20
年
４
月
１
日
（火
） 

【
業
務
時
間
】
午
前
８
時
〜
午
後
５
時
30
分 

       
 
 

（
正
午
〜
午
後
１
時
30
分
を
除
く
） 

 

●
問
合
せ
先 

（
財
）東
京
都
公
園
協
会
（採
用
担
当
） 

 
 
 
 

０
３
―
３
２
３
２
―
３
０
１
２ 

 

原
付
免
許
学
科
試
験
の
実
施 

 

【
日
時
】
３
月
９
日
（日
） 

【
申
込
締
切
】 

３
月
７
日
（金
）
午
後
５
時
15
分 

 

※
申
込
書
は
、
警
察
署
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。 
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【
実
施
場
所
】
小
笠
原
警
察
署
２
階
講
堂 

【
持
参
す
る
も
の
】 

 

○
住
民
票
（本
籍
が
記
載
さ
れ
た
６
か
月
以
内
の

も
の
１
枚
） 

 

○
写
真
１
枚
（縦
３
㎝
×
横
２
・
４
㎝
、
無
帽
・

無
背
景
の
も
の
） 

 

○
受
験
手
数
料 
３
７
５
０
円 

 
 

《
内
訳
》
受
験
料 
１
６
５
０
円 

 
 
 
 
 
 

免
許
証
交
付
料 
２
１
０
０
円（
※
） 

 
 
 
 
 
 

※
学
科
試
験
合
格
者
の
み 

 

○
鉛
筆
ま
た
は
、
黒
色
ボ
ー
ル
ペ
ン 

【
そ
の
他
】 

学
科
試
験
合
格
者
に
つ
い
て
は
、
４
月
19
日

（土
）に
実
技
講
習
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
な
お
、

実
技
講
習
実
施
日
に
つ
い
て
は
、
都
合
に
よ
り
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

警
視
庁
小
笠
原
警
察
署
交
通
係
２
―
２
１
１
０ 

 

自
動
車
運
転
免
許
試
験
の
実
施 

  

小
笠
原
交
通
安
全
協
会
で
は
、
本
年
10
月
か
ら

11
月
に
か
け
て
自
動
車
運
転
免
許
試
験
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。 

 

試
験
種
別
等
は
、
大
型
特
殊
、
普
通
、
普
通
自
動

二
輪
の
３
種
類
お
よ
び
中
型
（８
ト
ン
限
定
）・
普
通

Ａ
Ｔ
限
定
解
除
に
な
り
ま
す
。 

試
験
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
あ
ら
か
じ
め
受
験

者
数
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
験
希

望
者
は
小
笠
原
交
通
安
全
協
会
（小
笠
原
警
察
署
内
）

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
申
請
書
配
布
日
時
】
３
月
１
日
（土
）〜
15
日
（土
） 

【
申
請
書
配
布
場
所
】 

 

《
父
島
》
小
笠
原
警
察
署
、
パ
パ
イ
ヤ
マ
ー
ト
、

小
笠
原
漁
協
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
小
笠
原

生
協
、
小
笠
原
商
事
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド 

 

《
母
島
》
小
笠
原
警
察
署
母
島
駐
在
所 

【
受
付
日
時
】 

３
月
16
日
（日
）〜 

午
後
１
時
〜
４
時 

【
受
付
場
所
】 

 

《
父
島
》
小
笠
原
警
察
署 

 

《
母
島
》
小
笠
原
警
察
署
母
島
駐
在
所 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署
交
通
係 

 
 

２
―
２
１
１
０ 

 

交
通
少
年
団
員
募
集 

  

小
笠
原
交
通
少
年
団
員
が
結
成
さ
れ
て
か
ら
、
４

年
目
を
迎
え
る
こ
と
に
伴
い
交
通
少
年
団
員
を
募
集

し
ま
す
。 

 

交
通
少
年
団
員
の
主
な
活
動
内
容
と
し
ま
し
て
は
、

全
国
交
通
安
全
運
動
の
行
事
や
、
村
内
で
行
う
各
種

イ
ベ
ン
ト
、
そ
の
ほ
か
都
区
内
で
行
わ
れ
ま
す
交
通

少
年
団
リ
ー
ダ
ー
団
員
研
修
な
ど
に
参
加
し
て
、
少

年
の
健
全
育
成
と
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て

い
く
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。 

 

申
込
手
続
き
は
、
小
笠
原
警
察
署
で
随
時
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。 

【
資
格
】 

平
成
20
年
４
月
現
在
で
小
笠
原
小
学
校
在
籍

の
児
童
（
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
） 

◎
交
通
安
全
メ
ー
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン 

 
 

や
さ
し
さ
が 

走
る
こ
の
街 
こ
の
道
路 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
交
通
安
全
協
会 

 
 
 

小
笠
原
警
察
署
交
通
係 

 

２
―
２
１
１
０ 

 

小
笠
原
警
察
署 

 
 

少
年
柔
道
・
剣
道
部
員
募
集 

  

小
笠
原
警
察
署
で
は
、
本
年
４
月
１
日
か
ら
の
少

年
柔
道
・
剣
道
の
新
入
部
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

 
 

小
学
校
１
年
生
以
上
の
児
童
（男
女
問
わ
ず
） 

【
練
習
時
間
】 

◎
柔
道
（毎
週
水
曜
日
） 

 
 

《
小
１
〜
小
３
》
午
後
４
時
〜
５
時 

 
 

《
小
４
〜
小
６
》
午
後
５
時
〜
６
時 

 
 

《
中
学
生
以
上
》
午
後
６
時
〜
７
時 

 
 

※
小
学
校
１
〜
３
年
生
は
、
第
１
・
３
水
曜
日

の
み
実
施 

◎
剣
道
（毎
週
木
曜
日
） 

 
 

《
小
１
〜
小
６
》
午
後
５
時
〜
６
時 

 
 

《
中
学
生
以
上
》
午
後
６
時
〜
７
時 

【
練
習
場
所
】
小
笠
原
警
察
署
道
場 

【
応
募
締
切
】
４
月
30
日
（水
） 

【
そ
の
他
】 

 

○
見
学
は
、
午
後
５
時
か
ら
６
時
ま
で
い
つ
で
も

結
構
で
す
。 

 

○
３
月
30
日
（日
）に
少
年
柔
道
の
芋
掘
り
を
実

施
（予
定
）し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
警
察
署
生
活
安
全
係 

２
―
２
１
１
０ 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 
 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
予
約
が
必
要
で
す
。） 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
母
島
】 

《
日
時
》
３
月
14
日
（金
）
午
後
７
時
〜
９
時 

 
《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
３
月
15
日
（土
）
午
後
３
時
〜
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

会
議
室 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時 

（
祝
日
お
よ
び
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
） 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５ 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
３
月
28
日
（
金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
〜
正
午 

（
１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
） 

事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
が
、
相
談
の
電
話
が
込

み
合
う
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
事
前
予
約
も

受
け
付
け
ま
す
。
事
前
予
約
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

３
月
26
日
（水
）ま
で
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先
・
事
前
予
約
受
付 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

 

小
笠
原
く
じ
ら
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
８ 

 

―
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
― 

「
く
じ
ら
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
８
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
特
別
ゲ
ス
ト
に
テ
レ

ビ
な
ど
で
活
躍
中
の
さ
か
な
ク
ン
を
お
迎
え
し
て
小

笠
原
の
魚
の
講
演
を
行
な
い
ま
す
。 

ま
た
、
郷
土
芸
能
披
露
の
ス
テ
ー
ジ
や
恒
例
と 

な
っ
た
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
を
テ
ー
マ
と
し
た
エ
コ
Ｔ
シ

ャ
ツ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
発
表
を
行
な
い
ま
す
。

優
勝
作
品
の
販
売
や
夜
店
も
出
店
し
ま
す
。
皆
さ
ま

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
日
時
】
３
月
８
日
（
土
） 

 
 
 
 
 

午
後
６
時
〜
午
後
８
時
３
０
分 

【
場
所
】
大
神
山
公
園
お
ま
つ
り
広
場 

（
荒
天
の
場
合
は
船
客
待
合
所
） 

※
夜
店
出
店
者
募
集
中
。 

 
 
 
 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
観
光
協
会
２
―
２
５
８
７ 
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母
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

  

毎
年
恒
例
の
母
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
次
の
日
程

で
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

母
島
内
の
農
業･
漁
業･

商
工･

観
光
の
各
産
業
団

体
が
連
携
し
、
島
内
物
産
の
販
売
、
試
食
を
行
い
ま

す
。 

 

な
お
、
今
回
も
母
島
に
お
住
ま
い
の
皆
様
か
ら
出

た
生
ご
み
と
東
京
都
小
笠
原
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー

畜
産
指
導
所
の
牛
糞
を
混
ぜ
て
出
来
た
完
熟
堆
肥
を

無
料
配
布
い
た
し
ま
す
。（お
１
人
様
１
袋
ず
つ
の
配

布
と
な
り
ま
す
。
無
く
な
り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
） 

皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
日
時
】
３
月
22
日
（
土
） 

 
 
 
 

午
前
11
時
か
ら
物
産
売
切
次
第
終
了 

【
場
所
】
母
島
漁
協
水
産
物
販
売
セ
ン
タ
ー
周
辺 

 

●
問
合
せ
先 

 

母
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局 

３
―
２
１
１
１ 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
開
館
日 

 

【
開
館
日
】
３
月
２
日
（日
）〜
５
日
（水
） 

８
日
（土
）〜
31
日
（月
） 

※
15
日
（土
）、
16
日
（日
）、
21
日
（金
）、
22
日

（土
）、
27
日
（木
）、
28
日
（金
）は
、
午
後
９

時
ま
で
開
館 

 

「
ク
ジ
ラ
展
〜
も
っ
と
知
り
た
い
ザ
ト
ウ
の
こ 

と
〜
」好
評
開
催
中
で
す
。ク
ラ
フ
ト
教
室
な
ど
イ
ベ

ン
ト
も
用
意
し
て
、
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
イ
ベ
ン
ト
ポ
ス
タ
ー
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 
 

 
 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 

 

小
笠
原
諸
島
返
還
40
周
年
記
念
事
業 

は
は
じ
ま
丸
で
行
く
聟
島 

あ
ほ
う
ど
り
ク
ル
ー
ズ 

 

４
月
12
日
（土
）聟
島
列
島
周
辺
で
ア
ホ
ウ
ド
リ

類
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
目
的
と
し
た
日
帰
り
ク
ル
ー

ズ
を
実
施
し
ま
す
。 

朝
、
父
島
か
ら
聟
島
列
島
へ
向
け
て
出
発
し
、
聟

島
列
島
周
遊
後
、
夕
方
父
島
へ
と
帰
島
し
ま
す
。 

【
販
売
開
始
日
】
３
月
１
日
（土
）よ
り 

【
ク
ル
ー
ズ
価
格
】 

１
万
７
千
円
（
大
人
） 

１
万
３
千
円
（
小
人
６
歳
以
上
12
歳
未
満
） 

【
定
員
】
50
名 

 

●
問
合
せ
先 

《
販
売
に
つ
い
て
》 

小
笠
原
村
観
光
協
会
・
小
笠
原
ツ
ア
ー
デ
ス
ク 

２
―
２
１
８
７ 

Ｅ
メ
ー
ルtour@

ogasaw
aram
ura.com

 

《
ク
ル
ー
ズ
の
内
容
に
つ
い
て
》 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
） 

２
―
３
２
１
５ 

Ｅ
メ
ー
ルow

a@
h6.dion.ne.jp 

 

太
陽
雑
音
の
電
波
妨
害 

 

太
陽
雑
音
の
電
波
妨
害
に
よ
り
次
の
時
間
帯
は
本

土
と
の
通
信
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

【
予
想
日
時
】
３
月
４
日
（火
）〜
11
日
（火
） 

 
 
 
 
 
 
 

午
前
10
時
40
分
〜
50
分 

 
 
 
 
 
 
 

午
後
０
時
20
分
〜
30
分 

【
影
響
】 

 
 

こ
の
時
間
帯
、
通
信
の
途
切
れ
、
雑
音
お
よ
び

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
繋
が
り
に
く
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本･

東
京
西 

１
１
３
カ
ス
タ
マ
セ
ン
タ 

（局
番
な
し
）
１
１
３ 

テ
レ
ビ
地
上
波
放
送
中
断 

  

太
陽
雑
音
の
電
波
妨
害
現
象
に
よ
り
、次
の
時
間
、

放
送
が
中
断
い
た
し
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。 

【
予
想
日
】
３
月
７
日
（金
）〜
10
日
（月
） 

【
予
想
時
刻
】 

午
後
０
時
42
分
こ
ろ
か
ら
約
10
分
間 

【
太
陽
雑
音
に
よ
る
電
波
妨
害
】 

 
 

太
陽
、
放
送
衛
星
、
受
信
地
が
一
直
線
に
並
ん

だ
と
き
に
、
衛
星
か
ら
の
電
波
と
と
も
に
強
力
な

太
陽
雑
音
を
受
け
る
た
め
に
起
こ
る
現
象
で
す
。

春
分
の
日
お
よ
び
秋
分
の
日
前
後
に
発
生
し
ま
す
。 

 

◎
脱
退
手
続
き
の
お
願
い 

 
 

転
勤
等
で
小
笠
原
村
か
ら
転
出
す
る
組
合
員
の

方
は
、
脱
退
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
し
て
く
だ
さ

い
。
脱
退
手
続
き
の
際
に
は
、
印
鑑
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。 

【
受
付
場
所
】 

 

《
父
島
》
小
笠
原
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合 

（村
役
場
第
２
庁
舎
） 

《
母
島
》
母
島
支
所 

 ●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
５
１
０ 

 

燃
料
油
価
格
変
動
調
整
金 

 

◎
は
は
じ
ま
丸 

４
月
の
調
整
金
を
含
む
運
賃
（旅
客
・貨
物
）は
、
次

の
と
お
り
改
定
と
な
り
ま
す
。 

※
（  

）内
は
変
動
調
整
額 

【
旅
客
運
賃
】 

《
１
等
》
大
人 

９
２
６
０
円
（
＋
１
７
０
０
円
） 

小
人 

４
６
３
０
円
（
＋
８
５
０
円
） 

《
２
等
》
大
人 
４
６
３
０
円
（
＋
８
５
０
円
） 

小
人 
２
３
２
０
円
（
＋
４
３
０
円
） 

《
村
民
割
引
（往
復
）》 

大
人 

６
０
２
０
円
（
＋
１
１
０
０
円
） 

小
人 

３
０
２
０
円
（
＋
５
６
０
円
） 

【
貨
物
運
賃
】 

 

《
１
等
品
》
９
１
５
３
円
（
＋
１
０
８
９
円
） 

《
２
等
品
》
８
５
８
１
円
（
＋
１
０
２
１
円
） 

《
３
等
品
》
８
０
０
９
円
（
＋
９
５
３
円
） 

 

《
小
口
貨
物
（１
口
）》 

 
 
 

０
・１
０
ト
ン
以
下 

 
 
 
 

９
１
７
円
（
＋
109
円
） 

 
 
 

０
・０
７
５
ト
ン
以
下 

６
９
１
円
（
＋
82
円
） 

 

●
問
合
せ
先 

伊
豆
諸
島
開
発
（株
） 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

 

◎
お
が
さ
わ
ら
丸 

５
月
の
調
整
金
を
含
む
運
賃
（旅
客
・貨
物
）は
、次

の
と
お
り
改
定
と
な
り
ま
す
。 

 

※
（  

）内
は
変
動
調
整
額 

【
旅
客
運
賃
】 

《
２

等
》
２
万
４
６
０
０
円
（
＋
２
０
３
０
円
） 

 
 
 

小
人 

１
万
２
３
１
０
円
（
＋
１
０
２
０
円
） 

《
特
２
等
》
３
万
６
９
０
０
円
（
＋
３
０
５
０
円
） 

 
 
 

小
人 

１
万
８
４
６
０
円
（
＋
１
５
３
０
円
） 

《
１

等
》
４
万
９
２
０
０
円
（
＋
４
０
６
０
円
） 

 
 
 

小
人 

２
万
４
６
０
０
円
（
＋
２
０
３
０
円
） 

《
特
１
等
》
５
万
６
８
９
０
円
（
＋
４
７
０
０
円
） 

 
 
 

小
人 

２
万
８
４
５
０
円
（
＋
２
３
５
０
円
） 

《
特

等
》
６
万
１
５
７
０
円
（
＋
５
０
８
０
円
） 

 
 
 

小
人 

３
万
０
７
９
０
円
（
＋
２
５
４
０
円
） 

《
２
等
（学
割
）
》１
万
９
６
９
０
円（
＋
１
６
３
０
円
） 

【
貨
物
運
賃
】 

 

《
１
等
品
》
１
万
６
１
１
６
円
（
＋
９
１
２
円
） 

《
２
等
品
》
１
万
５
０
０
３
円
（
＋
８
４
９
円
） 

《
３
等
品
》
１
万
３
８
０
１
円
（
＋
７
８
１
円
） 

《
小
口
貨
物
（１
口
）》 

 
 
 

０
・１
０
ト
ン
以
下   

１
６
１
４
円
（
＋
91
円
） 

 
    

０
・０
７
５
ト
ン
以
下 

１
２
０
２
円
（
＋
68
円
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
運
（株
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１ 
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小
型
船
舶
操
縦
士
免
許
の 

 

更
新
・
失
効
講
習
の
開
催 

 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
４
月
２
日
（水
）
午
後
５
時
〜 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

 

《
申
込
締
切
》
３
月
15
日
（土
） 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
４
月
４
日
（金
）
正
午
〜 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル 

 

《
申
込
締
切
》
３
月
20
日
（木
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

《
母
島
》
小
笠
原
母
島
漁
業
協
同
組
合
（河
合
） 

３
―
２
３
１
１ 

 

《
父
島
》
小
笠
原
マ
リ
ン
（菊
池
）
２
―
２
９
１
７ 

 

島
で
あ
そ
び
隊
！ 

 

【
も
っ
と
知
り
隊
！
（
ク
ジ
ラ
編
）】 

〜
ク
ジ
ラ
を
知
っ
て
、
実
物
大
・
子
ク
ジ
ラ
を 

砂
浜
で
作
っ
て
み
よ
う
！
〜 

《
日
時
》
３
月
５
日
（水
） 

午
後
２
時
〜
４
時
30
分 

《
募
集
人
数
》
20
名
（小
学
生
対
象
） 

《
主
催
》
Ｂ
Ｉ
Ｏ
・
環
境
省 

 

【
農
業
セ
ン
タ
ー
で
あ
そ
び
隊
！
】
＊
抽
選 

〜
花
を
観
察
！
小
笠
原
の
春
を
体
感
し
よ
う
〜 

《
日
時
》
３
月
12
日
（
水
） 

午
後
１
時
40
分
〜
4
時 

《
募
集
人
数
》
20
名
（小
学
生
対
象
） 

《
主
催
》
Ｂ
Ｉ
Ｏ 

《
協
力
》
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

【
申
込
期
限
】
３
月
５
日
（水
） 

※
詳
細
は
、
島
で
あ
そ
び
隊
チ
ラ
シ
に
て
ご
確
認
く

だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

Ｂ
Ｉ
Ｏ
あ
そ
び
隊
事
務
局 

０
９
０
―
５
２
０
３
―
６
７
５
９ 

     

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診 

 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

必
ず
事
前
に
ご
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
３
，
４
か
月
、
６
か
月
、
９
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
父
島
】 

《
日
時
》
３
月
13
日
（
木
） 

午
後
２
時
〜
３
時
30
分 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
（ウ
ィ
ズ
）２
階 

【
母
島
】 

《
日
時
》
３
月
21
日
（
金
） 

午
後
２
時
〜
午
後
３
時 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
２
階 

 
 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

歩
こ
う
会 
 

カ
ロ
リ
ー
消
費
と
体
力
の
向
上
、
運
動
習
慣
の 

き
っ
か
け
作
り
を
目
的
に
３
日
間
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

行
い
ま
す
。
正
し
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
方
法
を
学
び

な
が
ら
、
み
ん
な
で
島
内
を
歩
き
ま
せ
ん
か
。 

 

【
対
象
者
】
40
歳
〜
74
歳
の
方
（医
師
か
ら
運
動
を

と
め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
） 

【
父
島
】 

《
日
程
》
３
月
９
日
（日
）、
15
日
（土
）、 

22
日
（土
） 

《
時
間
》
午
前
９
時
〜 

 

《
コ
ー
ス
》
大
村
・
奥
村
周
辺
、
宮
之
浜
・
清
瀬

周
辺
、
境
浦
周
辺
の
約
1
時
間 

《
集
合
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
（ウ
ィ
ズ
） 

【
母
島
】 

《
日
程
》
３
月
18
日
（火
）、
25
日
（火
）、 

30
日
（日
） 

 

《
時
間
》
午
後
２
時
〜 

 

《
コ
ー
ス
》
島
内
を
１
時
間
ら
く
ら
く
コ
ー
ス 

《
集
合
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

【
そ
の
他
】 

○
歩
き
や
す
い
靴
な
ど
運
動
の
で
き
る
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。 

○
水
分
補
給
が
行
え
る
よ
う
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料

な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

○
雨
天
時
は
、
室
内
で
運
動
を
行
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

禁
煙
教
室
（父
島
） 

 

住
民
健
診
の
結
果
は
い
か
が
で
し
た
か
。
禁
煙
し

よ
う
と
思
っ
た
方
も
そ
う
で
な
い
方
も
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
当
日
は
、
禁
煙
グ
ッ
ズ
を
無
料
で

試
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方 

【
日
時
】
３
月
18
日
（火
）
午
後
２
時
〜
３
時 

【
場
所
】 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
（ウ
ィ
ズ
）２
階
大
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

専
門
診
療 

 
◎
産
科
・
婦
人
科 

【
母
島
】 

《
日
時
》
３
月
９
日
（日
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 

10
日
（月
）
午
前 

《
受
付
時
間
》
午
前
８
時
30
分
〜
11
時 

※
９
日
の
み
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分 

※
午
後
は
、
一
部
に
予
約
分
の
妊
婦
健
診
が
あ

り
ま
す
。 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

【
父
島
】（
※
午
後
は
要
予
約
） 

《
日
時
》
３
月
11
日
（火
）
午
前 

 
 
 
 
 
 
 

12
日
（水
）
午
前 

 
 
 
 
 
 

13
日
（木
）
午
前 

 
 
 
 
 
 

14
日
（金
）
午
前 

《
受
付
時
間
》
午
前
８
時
30
分
〜
11
時 

（
受
付
表
は
、
午
前
８
時
か
ら
記
入
で
き
ま
す
。） 

※
午
後
は
予
約
制
と
な
り
ま
す
。ご
希
望
の
方
は
、

平
日
（水
曜
日
を
除
く
）の
午
後
１
時
30
分
〜

５
時
の
間
に
助
産
師
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
予
約
電
話
は
、
開
催
中
も
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

     

世
界
自
然
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

〜
ア
ホ
ウ
ド
リ
第
２
の
繁
殖
地
を
目
指
し
て
〜 

 

絶
滅
の
危
機
を
脱
し
つ
つ
あ
る
ア
ホ
ウ
ド
リ
の
新

た
な
繁
殖
地
を
作
る
た
め
、
伊
豆
諸
島
・
鳥
島
生
ま

れ
の
雛
を
10
羽
、
小
笠
原
諸
島
聟
島
へ
移
住
さ
せ
ま

し
た
。 

ア
ホ
ウ
ド
リ
は
、
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
沖
や 

ベ
ー
リ
ン
グ
海
な
ど
に
分
布
す
る
大
型
の
海
鳥
で
す

が
、
繁
殖
地
は
世
界
中
で
伊
豆
諸
島
鳥
島
と
尖
閣
諸

島
の
み
で
す
。 

か
つ
て
は
数
百
万
羽
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
羽
毛
採
取
の
た
め
の
乱
獲
で
一
時
期
絶
滅
し
た

と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
１
９
７
６
年
鳥
島
で
気
象

庁
の
職
員
に
よ
り
確
認
さ
れ
、
そ
の
後
、
東
邦
大
学

の
長
谷
川
教
授
ら
の
努
力
に
よ
り
２
０
０
０
羽
を
超

え
る
ま
で
に
復
活
し
、
絶
滅
の
危
機
を
脱
し
つ
つ
あ

る
状
況
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。 
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し
か
し
、
８
割
以
上
が
繁
殖
す
る
鳥
島
の
状
況
は

大
変
厳
し
く
、
い
つ
噴
火
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状

況
で
、
最
近
で
も
２
０
０
２
年
８
月
に
小
規
模
の
噴

火
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

せ
っ
か
く
復
活
し
た
ア
ホ
ウ
ド
リ
を
今
後
も
保
護

す
る
た
め
、
第
２
の
繁
殖
地
を
つ
く
ろ
う
と
、
以
前

に
繁
殖
記
録
の
あ
る
聟
島
が
候
補
地
と
な
り
、
今
年

度
か
ら
の
５
か
年
計
画
で
の
移
住
計
画
が
決
定
し
ま

し
た
。
作
業
に
当
た
っ
て
い
る
の
は
、
山
科
鳥
類
研

究
所
と
環
境
省
、
米
国
・
魚
類
野
生
生
物
局
な
ど
の

11
人
の
ス
タ
ッ
フ
で
す
。 

 

今
年
度
は
、
２
月
19
日
に
10
羽
を
運
び
、
こ
れ

か
ら
５
月
末
ま
で
の
３
か
月
間
、
作
業
員
の
手
に
よ

り
給
餌
し
、
聟
島
か
ら
巣
立
ち
を
行
わ
せ
る
予
定
で

す
。 

 

ア
ホ
ウ
ド
リ
は
、
繁
殖
期
に
な
る
と
巣
立
っ
た
島

へ
戻
る
習
性
が
あ
る
た
め
、
聟
島
で
巣
立
っ
た
ア
ホ

ウ
ド
リ
が
繁
殖
期
を
迎
え
る
５
年
後
に
再
び
島
に
帰

り
繁
殖
を
行
う
か
、
今
後

の
動
向
を
見
守
っ
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

 

小
笠
原
に
住
む
我
々
に

と
っ
て
、
20
年
後
の
小
笠

原
の
空
に
、
海
鳥
と
し
て

も
最
大
級
の
ア
ホ
ウ
ド
リ

が
飛
ぶ
姿
が
見
ら
れ
た
ら
、

大
変
素
晴
ら
し
い
こ
と
と

思
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 
 

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー 
 

小
笠
原
で
暮
ら
す
イ
ル
カ
た
ち 

パ
ー
ト
44 

「
イ
ル
カ
の
イ
ヤ
リ
ン
グ
」 

 

ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
の
体
に
５
㎝
ほ
ど
の
茶

色
い
ひ
も
の
よ
う
な
も
の
（写
真
）が
付
い
て
い
る
の

を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
尾
び
れ

や
背
び
れ
、胸
び
れ
に
１
本
か
ら
数
本
、

時
に
は
10
本
以
上
付
い
て
い
ま
す
。
ま

る
で
、
イ
ヤ
リ
ン
グ
か
ピ
ア
ス
を
付
け

た
よ
う
な
感
じ
で
す
。 

 

こ
れ
は
エ
ボ
シ
フ
ジ
ツ
ボ
と
い
う
フ

ジ
ツ
ボ
の
仲
間
で
す
。
フ
ジ
ツ
ボ
と
い

う
と
岩
場
な
ど
に
付
い
て
い
る
山
形
の

固
い
殻
の
生
き
物
を
思
い
浮
か
べ
ま
す

が
、
こ
ん
な
形
の
も
の
も
い
る
の
で
す
。
イ
ル
カ
に

は
、
こ
の
エ
ボ
シ
フ
ジ
ツ
ボ
が
付
い
て
い
る
個
体
と

付
い
て
い
な
い
個
体
が
い
ま
す
が
、
付
い
て
い
る
場

所
と
し
て
は
尾
び
れ
が
圧
倒
的
に
多
い
の
で
す
。 

 

で
も
、
ど
う
や
っ
て
こ
の
フ
ジ
ツ
ボ
た
ち
は
高
速

で
泳
ぐ
イ
ル
カ
の
体
に
く
っ
つ
く
こ
と
が
で
き
た
の

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
く
っ
つ
き
や
す
い
個
体
と
そ

う
で
な
い
個
体
が
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
と
、
い
ろ

い
ろ
と
疑
問
が
わ
い
て
き
ま
す
。
そ
の
疑
問
を
解
明

す
べ
く
調
査
を
始
め
ま
し
た
の
で
、
研
究
が
進
展
し

た
ら
、
ま
た
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
で
も
、
イ
ル

カ
は
こ
ん
な
も
の
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
て
、
邪
魔
で

は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
ね
。 

 

◎
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
陸
上
観
察
会 

【
日
時
】
お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
日 

 

午
後
４
時
〜
５
時
（
５
月
１
日
ま
で
） 

【
場
所
】
三
日
月
山
展
望
台
（現
地
集
合
解
散
） 

※
海
況
が
悪
い
時
は
中
止 

◎
ナ
イ
ト
レ
ク
チ
ャ
ー 

【
日
時
】
お
が
さ
わ
ら
丸
出
港
前
日 

 

午
後
７
時
30
分
〜
８
時
30
分 

（
３
月
４
日
か
ら
５
月
４
日
ま
で
） 

【
費
用
】 

○
村
民
・
Ｏ
Ｗ
Ａ
会
員 

無
料 

○
そ
の
他 

５
０
０
円
（資
料
代
と
し
て
） 

【
場
所
】
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
２
１
５ 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
81 

 

―
小
さ
な
町
の
国
際
ウ
ミ
ガ
メ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
― 

 
 

メ
キ
シ
コ
、
バ
ハ
・
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
半
島
の
ロ
レ
ト
で
、
１
月

21
日
〜
27
日
ま
で
第
28
回
国

際
ウ
ミ
ガ
メ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開

催
さ
れ
、
世
界
各
地
か
ら
ウ
ミ
ガ

メ
の
研
究
や
保
護
活
動
に
携
わ
る

千
人
ほ
ど
の
人
々
が
集
ま
り
、
研
究
発
表
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
委
員
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

ロ
レ
ト
は
、
砂
漠
の
中
に
あ
る
３
０
０
年
以
上
も

前
に
開
拓
さ
れ
た
小
さ
な
町
で
す
。
会
場
は
、
学
校

の
体
育
館
や
教
室
、
教
会
な
ど
を
使
い
、
徒
歩
で
移

動
。
コ
ー
ヒ
ー
は
用
意
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
自
前

の
カ
ッ
プ
を
持
っ
て
こ
な
い
と
飲
め
な
い
と
い
う
手

作
り
の
エ
コ
・
シ
ン
ポ
で
し
た
。
月
の
降
水
量
は 

 

８
㎜
し
か
な
い
は
ず
な
の
に
、
初
日
か
ら
雨
模
様
で

３
日
目
に
は
土
砂
降
り
。
こ
の
街
の
数
年
分
の
雨
が

降
っ
た
と
言

わ
れ
、
寒
さ

も
想
像
を
超

え
る
も
の
で

し
た
が
、
ホ

テ
ル
に
は
暖

房
設
備
も
な

く
、
な
か
に

は
お
湯
の
出

な
い
と
こ
ろ

も
あ
っ
た
よ

う
で
す
。 

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
混
獲
問
題
で
も
漁

具
や
餌
の
改
良
と
い
っ
た
こ
れ
ま
で
の
発
表
は
ほ
と

ん
ど
姿
を
消
し
、
ス
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
沿
岸
の
混

獲
状
況
な
ど
が
増
加
、
目
立
っ
た
の
は
性
比
の
重
要

性
や
具
体
的
な
保
護
活
動
の
結
果
発
表
で
す
。
希
望

的
感
情
的
言
葉
の
羅
列
が
多
か
っ
た
保
護
活
動
の
発

表
が
減
り
、
地
道
な
長
期
間
に
わ
た
る
生
物
学
的
な

発
表
が
増
え
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（菅
沼
弘
行
） 

 

◎
小
笠
原
ウ
ミ
ガ
メ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
受
賞 

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
昨
年
６
月
に
父
島
で
実

施
し
た
村
民
対
象
の
ウ
ミ
ガ
メ
ア
ン
ケ
ー
ト
に
関
す

る
研
究
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
「
社
会
学
、
経
済 

学
、
及
び
文
化
に
関
わ
る
研
究
」
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
内

で
、
小
笠
原
に
お
け
る
ウ
ミ
ガ
メ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の

現
状
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
背
景
、
調
査
の
基
盤

と
な
っ
た
社
会
心
理
学
の
理
論
、
そ
し
て
調
査
結
果

か
ら
分
か
っ
て
き
た
こ
と
を
、
与
え
ら
れ
た
15
分
と

い
う
短
い
枠
の
中
で
発
表
し
ま
し
た
。
世
界
的
に
見

て
も
ウ
ミ
ガ
メ
に
関
わ
る
研
究
で
社
会
心
理
学
を
活

用
し
た
も
の
は
他
に
な
く
、
発
表
後
に
い
ろ
い
ろ
な

人
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
最
終
日
の
懇
親
会
で
は
、
コ
ン
サ

ベ
ー
シ
ョ
ン
口
頭
発
表
部
門
で
２
位
入
賞
と
い
う
栄

誉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
本
人
と
し
て
４
人
目
、

そ
し
て
小
笠
原
に
関
わ
る
研
究
で
初
め
て
の
受
賞
と

い
う
こ
と
で
、
言
葉
に
表
し
き
れ
な
い

喜
び
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
ま
た
、
村

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
な
し
に

は
こ
の
賞
を
い
た
だ
け
な
か
っ
た
と
思

う
と
、
皆
様
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で 

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
再
び
皆
様
に
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

今
年
の
ウ
ミ
ガ
メ
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま

る
前
ま
で
に
皆
様
に
具
体
的
な
結
果
報

告
が
で
き
る
よ
う
、
現
在
日
本
語
の
報

告
書
の
作
成
に
取
り
か
か
っ
て
い
ま
す
。 

詳
し
い
結
果
報
告
ま
で
、
も
う
し
ば

ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。 

コ
ロ
ラ
ド
州
立
大
学 

石
崎
明
日
香 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
法
人ｴﾊﾞｰﾗｽﾃｨﾝｸﾞ

・ﾈｲﾁｬｰ

） 

２
―
２
８
３
０ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://bonin-ocean.net  

雨のない土地柄であるため、ポスター発表

の会場は教会前の野外に設置．予期せぬ大

雨に、ビニールシートが大活躍。 
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 今月は、「ストレスと睡眠」についてです。       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 村民課福祉係 ― 

― 第 ９７ 号 ― 

ポリオの予防接種について 

ポリオは「小児マヒ」とも呼ばれ、1960 年代まで流行していたヒトからヒトにう

つるウイルスです。厚生労働省の報告で、昭和５０～５２年に生まれた方はポリオの

免疫保有率が低いと言われています。予防接種が未接種で、小さなお子さんのいらっ

しゃる方は、オムツ交換のあとなど、よく手を洗ってください。 

また現在、ポリオの予防接種は集団接種になっています。小笠原村では、年 2 回実

施をしています。詳細については、右記までお問い合わせください。 村民課福祉係 

 ２－３９３９ 

ストレスって何？？ 

「刺激を受けた時に起こる体やこころのゆがみのこと」です。例え

ば、ゴムボールを指で押すとゆがみます。このゆがんだ状態を「ス

トレス」、ゆがみを引き起こしている指の力を「ストレッサー」とい

います。 

 

 ストレッサー 

ストレス状態 

ストレスも必要です 

生きていくうえで、ストレスと無関係に生活することはほぼ不可能でしょう。ストレ

スや緊張はある程度必要なことと言われています。同じストレスでも状況や受け止めた

人によっては良くも悪くもなります。まず、ストレスを受け止める側の体調を整え、ス

トレスをよく受け止められるように備えましょう。健康的なライフスタイルに近づける

ためには、毎日の生活の中で、意識的に運動する、休憩・休息の時間を適度に持ち、質・

量ともに十分な睡眠をとる、食事の時間を大切にすることが第一です。 

よい睡眠のために・・・ 

多くの人が仕事などの影響により、夜型生活・睡眠不足であるといわれています。睡眠不足

は、疲労の蓄積のもととなり、心身の健康を損なう恐れがあります。ぐっすり眠り、１日の疲

れをとることが重要です。 

「シンデレラ睡眠」という言葉があります。睡眠には、レム睡眠（脳が活発に活動し浅い眠

り）とノンレム睡眠（脳の活動が穏やかになり深い眠りにつける）がありますが、深夜１２時

前に就寝すると、すぐにノンレム睡眠に入れるというのが「シンデレラ睡眠」です。少し早く

眠ることで、深い眠りを得て、疲労を回復しやすくなります。 

睡眠と健康問題 

睡眠医学の研究で「寝不足」は子どもでも肥満、集中困難（学力低下）、切れ（キレ）やす

さなどをもたらし、大人では心筋梗塞（２倍）、頭痛（３倍）、うつ病（４倍）、アルコール・

薬物依存症（数倍）、生活習慣病（肥満、高血圧、糖尿病など）を増やすことが知られていま

す。７～８時間眠る人が一番長生きし、がん・心臓病・脳梗塞などの病気が少ないことが知ら

れています。忙しい生活の中で、よい睡眠をとることは難しいと思いますが、気にかけて生活

をしてみてください。 

  

 

 



自動車運転免許試験申請書配布（～15） 自動車運転免許試験受付開始

小笠原警察署少年柔道・剣道部員募集（～4/30） 山を探検し隊！

高校図書館開放

出港日

入港日 母島巡回労働相談

島おかし作り隊！ アカガシラカラスバトサンクチュアリー利用ガイド更新講習会

小笠原中学校卒業式

歩こう会（母島 25，30）

高校卒業式 禁煙教室（父島）

太陽雑音の電波妨害（～11） アカガシラカラスバトサンクチュアリー利用ガイド新規講習会

出港日 母島小中学校卒業式

島であそび隊！申込締切

もっと知り隊！ 入港日

定期予防接種 二見港周辺の景観形成特別地区の指定についての意見募集（～3/12）

父島ノヤギ駆除 小型船舶操縦士免許更新・失効講習申込締切（父島）

原付免許学科試験申込締切 母島保育園卒園式

テレビ地上波放送中断（～10） 乳幼児健診・歯科健診（母島）

入港日 小笠原小学校卒業式

くじらフェスタ２００８ 母島フェスティバル

高校図書館開放

産科婦人科専門診療（母島 ～10）

原付免許学科試験 出港日

歩こう会（父島 15，22） 母島小中学校修了式

出港日 小笠原小学校・中学校修了式

村議会第１回定例会（～12，21）

産科婦人科専門診療（父島 ～14）

入港日

村民意見・提案・相談受付 電話による無料法律相談事前予約締切

農業センターであそび隊！

乳幼児健診・歯科健診（父島）

父島ノヤギ駆除 電話による無料法律相談

入港日

東京三弁護士会による法律相談（母島） 出港日

高校図書館開放

父島保育園卒園式

東京三弁護士会による法律相談（父島）

小型船舶操縦士免許更新・失効講習申込締切（母島）

高校図書館開放
31 月

20 木

21 金

29 土

30 日

水

27 木

28 金

26

5 水

6

9 日

3 月

4 火

木

12 水

13 木

11 火

土

10 月

14 金

15 土

16

17

18

19 水

2

24

22 土

月

日

7 金

8

日付 曜日 行　事　予　定

1 土

25 火

行　事　予　定日付 曜日

23 日

日

月

火

春分の日



その他事業

問合せ先
e-mail   info＠ogasawara40th.com
電話番号
ＵＲＬ

小笠原諸島返還40周年実行委員会事務局

アウトリガーカヌードキュメンタリー映画制作
　撮影期間：4～9月
　撮影場所：父島･母島

この島に流れる音楽ＣＤの制作
　製作期間：4～9月

7

エコツーリズム大会
　開催予定時期：11月(予定)
　開催予定場所：父島､母島

4

5

6

描こう！母島未来地図
　実施時期：12月(予定)
　実施場所：母島

「島民と考える小笠原の可能性(仮称)」
　　　　　　　　　　　　　 シンポジウム
　開催予定時期：10月(予定)
  開催場所：父島
 
「写真展」～東京Subtropical Zone～
　開催期間：10/10(金)～10/16(木)
　開催場所：六本木富士フォトサロン

文化交流祭
　開催予定時期：10/中～10/下(予定)
　開催予定場所：父島､母島

10

9

月

3

イベント内容

おがさわら丸「船内レクチャー」
  開催期間：2/6(水)～4/19(土)の東京発日

写真展「青の世界へ」
　開催期間：3/20～4/17(予定)
　開催会場：小笠原ビジターセンター

アウトリガーカヌー体験教室
　開催日：3/3(月)､22(土) 母島

くじらフェスタ2008　3/1(土)～4/25(金)

母島フェスティバル　3/22(土)

東風とオハナとボニン･ウインド
　東風単独ライブ
　　実施日および会場：9/6(土)父島
　　　　　　　　　　　9/8(月)母島
　東風とオハナのジョイントライブ
　　実施日および会場　9/7(日) 父島

小笠原諸島返還40周年記念大使
　　　　　　　　　　　辰巳郎氏来島
　来島期間：4/2(水)～4/5(土)

料理コンテスト「しま料理!万才」
　開催日：4/3 (木)父島、4/4(金) 母島

ははじま丸で行く!聟島アホウドリクルーズ
　実施日： 4/12(土) 父島

写真展「青の世界」
　開催期間：4/下～5/中､
　開催会場：母島(調整中)

8

小笠原内地祭～内地でも体験できる小笠原～
　開催場所：都内
　開催時期：8月～9月末のうちいずれか1日

サマーフェスティバル2008

母島納涼祭

小笠原諸島返還40周年記念式典＆
　　　　　　　　　　　返還記念パレード
　実施日：7/4(金)

アウトリガーカヌーワークショップ
　　　　　　　　　　　　 ＆レース(仮称)
　実施日： 7/25(金)

小笠原諸島返還40周年記念母島柔道大会
　実施予定日：7/末

イベント内容 月

小笠原諸島返還40周年記念
　　　イベントスケジュール

みんなで楽しもう！スティールパン
　開催期間：5/9(土)～5/18(日)

ウミガメシンポジウム
　開催期間：5/15(木)～5/17(土)
　　父島：5/15,16(木､金)、母島：5/17(土)

みんなで楽しもう！スティールパン
                            ＆楽器作り
　開催期間：6/19(土)～6/29(日)

母島返還祭
　実施日：6/21～22(土､日)

父島返還祭
　実施日：6/28(土)

04998-2-2140
http://ogasawara40th.com
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